
大
阪
大
学

大
谷
大
学
（
短
期
大
学
部
含
む
）

学
校
法
人 

関
西
大
学

京
都
大
学

京
都
外
国
語
大
学
（
短
期
大
学
部
含
む
）

京
都
教
育
大
学
（
高
校
含
む
）

京
都
工
芸
繊
維
大
学

京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
（
短
期
大
学
部
含
む
）

学
校
法
人 

京
都
産
業
大
学

京
都
市
立
芸
術
大
学

京
都
女
子
大
学
（
短
期
大
学
部
、
高
校
含
む
）

京
都
精
華
大
学

京
都
造
形
芸
術
大
学
（
通
信
教
育
部
含
む
）

京
都
橘
大
学
（
通
信
教
育
部
含
む
）

京
都
府
立
大
学

表紙：重要文化財　日月山水図屏風　左隻　部分　金剛寺

牡丹図襖　孝信筆　仁和寺

唐獅子図屏風　山楽筆　本法寺

重要文化財　四季花木図襖　光信筆　園城寺

京
都
文
教
大
学
（
短
期
大
学
部
含
む
）

近
畿
大
学 

文
芸
学
部　

総
合
文
化
研
究
科

就
実
大
学 

人
文
科
学
部

成
安
造
形
大
学

帝
塚
山
大
学

学
校
法
人 

同
志
社

奈
良
教
育
大
学

奈
良
女
子
大
学

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

奈
良
大
学
（
通
信
教
育
部
含
む
）

花
園
大
学

佛
教
大
学
（
通
信
教
育
部
含
む
）

立
命
館
大
学

龍
谷
大
学
（
以
上
、
50
音
順
）

た
よ
り

京
都
国
立
博
物
館だよ

り

 
二
〇
一
五
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二
・
三
月
号
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山
陰
の
古
刹
・

島
根
鰐が

く

淵え

ん

寺じ

の
名
宝

平
成 

27
年
１
月
２
日
（
金
）～
２
月 

15
日
（
日
）

【
平
成
知
新
館 

特
別
展
示
室
〈
１
Ｆ
─
２
〉】

　

二
〇
一
二
年
、
京
都
国
立
博
物
館
で
は
古
事
記
一
三
〇
〇

年
・
出
雲
大
社
大
遷
宮
を
記
念
し
た
特
別
展
覧
会
「
大
出
雲
展
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
出
雲
地
方
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
出

雲
大
社
や
出
雲
神
話
に
代
表
さ
れ
る
神
道
の
土
地
、
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
し
ま
す
が
、
古
代
・
中
世
の
出
雲
地
方
に
お
け

る
精
神
文
化
を
紐
解
く
た
め
、
神
仏
習
合
の
観
点
か
ら
神
道
美

術
の
み
な
ら
ず
仏
教
美
術
ま
で
も
視
野
に
入
れ
、
多
数
の
社
寺

の
ご
協
力
と
、
島
根
県
お
よ
び
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物

館
の
全
面
的
な
協
力
を
得
た
展
覧
会
と
し
て
、
多
く
の
来
館
者

を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。

　

出
雲
＝
神
話
の
地
と
い
う
先
入
観
を
打
ち
破
る
契
機
と
な
っ

た
「
大
出
雲
展
」
で
す
が
、
山
陰
地
方
に
お
け
る
仏
教
文
化
は

ま
だ
ま
だ
奥
深
く
、
そ
の
全
貌
を
紹
介
し
き
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
た
め
、「
島
根
鰐
淵

寺
の
名
宝
」
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

島
根
県
の
天
台
寺
院
・
浮ふ

浪ろ
う

山さ
ん

鰐
淵
寺
は
、
後
白
河
法
皇
の

撰
に
よ
り
平
安
時
代
末
に
成
立
し
た
『
梁

り
ょ
う
じ
ん
ひ
し
ょ
う

塵
秘
抄
』
に
も
「
聖

の
住
所
は
ど
こ
ど
こ
ぞ
、
箕
面
よ
勝
尾
よ
、
播
磨
な
る
書
写
の

山
、
出
雲
の
鰐
淵
や
、
日
の
御
碕
、
南
は
熊
野
の
那
智
と
か
や
」

と
謡
わ
れ
、
当
時
か
ら
名
高
い
聖
地
・
霊
山
の
一
つ
と
し
て
み

や
こ
の
人
々
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
古
刹
で
す
。

　

持
統
六
年
（
六
九
二
）
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
壬
辰
年

五
月
出
雲
国
若
倭
部
／
臣
徳
太
理
為
父
母
作
奉
菩
薩
」
銘
の
あ

る
観
音
菩
薩
立
像
（
重
要
文
化
財
）
が
伝
来
し
、
ま
た
、
寺
内

の
蔵ざ

王お
う

宝ほ
う

窟く
つ

で
発
見
さ
れ
た
九
世
紀
に
遡
り
う
る
錫
杖
頭
か

ら
、
平
安
時
代
の
早
い
段
階
で
修
行
場
と
し
て
の
原
形
が
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
る
鰐
淵
寺
で
す
が
、
そ
の
名
前
が
記
録
に
あ

ら
わ
れ
る
の
は
鎌
倉
時
代
・
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
の
「
無

動
寺
検
校
政
所
下
文
」
か
ら
で
す
。
こ
の
文
書
に
よ
り
、
後
鳥

羽
上
皇
の
命
に
よ
り
出
雲
の
国
司
が
鰐
淵
寺
に
対
し
て
国
富
郷

内
に
１
０
０
町
の
所
領
を
認
め
た
の
と
同
時
に
、
こ
れ
を
比
叡

山
無む

動ど
う

寺じ

の
荘
園
と
し
、
鰐
淵
寺
の
南
院
・
北
院
が
半
分
ず
つ

を
管
理
し
た
う
え
で
無
動
寺
へ
年
貢
の
筵

む
し
ろ
を
納
め
る
よ
う
、
取

り
決
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
鰐
淵

寺
が
無
動
寺
の
末
寺
と
し
て
、
正
式
に
天
台
宗
に
組
み
込
ま
れ

た
こ
と
を
意
味
し
、
以
後
、
山
陰
地
方
屈
指
の
天
台
の
名
刹
と

し
て
繁
栄
を
見
せ
た
の
で
す
。

　

こ
の
展
観
で
は
、
重
要
文
化
財
・
島
根
県
指
定
文
化
財
を
含

む
仏
像
・
神
像
を
は
じ
め
、
当
館
初
出
陳
と
な
る
作
品
を
展
示

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
鰐
淵
寺
に
伝
わ
っ
た
様
々
な
作
品
を
通

し
て
、
天
台
仏
教
が
山
陰
地
方
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
、
み
や
こ

と
の
繋
が
り
を
中
心
に
、「
大
出
雲
展
」
で
は
紹
介
し
き
れ
な

か
っ
た
鰐
淵
寺
の
魅
力
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。   

（
末
兼
俊
彦
）

山王七社本地懸仏　鰐淵寺

※　

 

マ
ー
ク
は
新
春
特
集
展
示
で
す
。

女神坐像　鰐淵寺

牛頭天王坐像　鰐淵寺 千手観音坐像　鰐淵寺 重要美術品　不動明王像　鰐淵寺

	

3 

F- 

1  

陶
磁

【
京
焼
】

１
月
２
日
（
金
）〜
３
月
８
日
（
日
）

【
中
国
陶
磁
】

３
月
17
日
（
火
）〜

＊
３
月
９
日
〜
16
日
ま
で
、
展
示
室
調
整
の
た
め
、
閉
室
い
た
し
ま
す
。

	

3 

F- 

2  

考
古

【
古
墳
時
代
の
銅
鏡
】

１
月
２
日
（
金
）〜
４
月
19 
日
（
日
）

	

2 

F- 

1  

特
別
展
示
室
／
絵
巻

【
室
町
絵
巻
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

　

絵
巻
物
は
平
安
、
鎌
倉
時
代
に
最

も
優
れ
た
作
品
が
生
み
出
さ
れ
、
室

町
時
代
に
は
衰
微
し
た
と
み
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
室
町
時
代
に
は
絵

巻
の
制
作
者
と
共
に
享
受
層
も
広
範

化
し
、
上
層
か
ら
庶
民
階
級
に
わ

た
っ
て
広
く
愛
好
さ
れ
ま
し
た
。
融

通
念
仏
縁
起
は
足
利
将
軍
が
主
体
と

な
っ
て
繰
り
返
し
制
作
さ
れ
た
室
町

時
代
前
半
を
代
表
す
る
絵
巻
で
す
。

是
害
坊
絵
巻
は
僧
侶
が
低
年
齢
層
の

た
め
に
描
い
た
も
の
で
、
日
高
川
草

紙
は
道
成
寺
縁
起
を
恋
愛
譚
に
発
展

さ
せ
た
も
の
で
す
が
、
共
に
私
た
ち

の
生
活
世
界
の
向
こ
う
側
に
あ
る
異

界
を
生
き
生
き
と
描
く
絵
巻
で
す
。

【
物
語
絵
巻
の
世
界
】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

【
室
町
時
代
の
社
寺
縁
起
絵
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

2  

仏
画

【
垂
迹
画
─
日
本
の
神
々
の
世
界
─
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
仏
涅
槃
図
】２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

　

釈
迦
は
旧
暦
二
月
十
五
日
に
涅
槃
に
入
っ
た
と
さ
れ
、
二
月

十
五
日
も
し
く
は
新
暦
で
調
整
し
た
三
月
十
五
日
に
涅
槃
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
懸
け
ら
れ
る
の
が
、
仏
涅
槃
図
で
す
。

大
き
な
作
品
が
多
く
、
中
に
は
堂
内
に
懸
か
り
切
ら
な
い
ほ
ど

巨
大
な
も
の
が
あ
り
、
な
ぜ
涅
槃
図
に
か
ほ
ど
の
大
き
さ
が
必

要
と
さ
れ
た
か
は
、実
は
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。
最
近
は
、バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
か
、
見
る
人
に
自
分
も
そ
の
場
に

い
る
よ
う
な
共
感
を
持
た
せ
る
た
め
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て

い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
中
国
の
新
し
い
様
式
を
取
り
入
れ

た
作
品
が
激
増
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
そ
の
写
実
的
な
描
写
で
臨

場
感
を
高
め
る
た
め
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
仏
教
の
祖
で
あ
る

釈
迦
は
宗
派
を
越
え
て
尊
信
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
が
涅

槃
会
を
日
本
人
に
親
し
ま
せ
る
も
の
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

【
彼
岸
と
浄
土
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

3  

中
世
絵
画

【
描
か
れ
た
動
物
た
ち
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
扇
絵
】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

【
瀟
湘
八
景
図
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

4  

近
世
絵
画

【
近
世
の
障
壁
画
（
桃
山
～
江
戸
時
代
）】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
近
世
の
障
壁
画
（
江
戸
時
代
中
期
）】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

　

城
郭
や
大
寺
院
等
の
大
規
模
建
築
が
相
次
い
だ
江
戸
時
代
初

期
に
、
障
壁
画
は
そ
の
黄
金
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

江
戸
時
代
を
通
じ
て
優
れ
た
作
品
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
有
力
寺
院
等
で
の
揮
毫
は
画
家
の
ス
テ
ー
タ
ス
に

も
大
き
く
関
わ
る
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
画
家
た

ち
は
と
り
わ
け
力
を
込
め

て
こ
の
仕
事
に
取
り
組
ん

だ
の
で
す
。
時
代
が
下
が

る
に
つ
れ
、
絢
爛
豪
華
さ

よ
り
も
瀟
洒
で
洗
練
さ
れ

た
ス
タ
イ
ル
が
好
ま
れ
、

町
人
出
身
の
絵
師
が
多
く

輩
出
し
た
江
戸
時
代
中
期

に
は
個
性
豊
か
で
多
彩
な

障
壁
画
の
世
界
が
花
開
き

ま
す
。

【
遊
楽
図
─
逸
名
の
画
人
た
ち
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

5  

中
国
絵
画

【
華
麗
な
る
中
国
の
花
鳥
画
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
花
や
鳥
の
姿
態
を
描
い
た
花
鳥
画
は
、
山
水
画

と
な
ら
ん
で
中
国
絵
画
を
代
表
す
る
画
題
で
す
。
深
い
精
神
性

を
た
た
え
、
枯
淡
な
味
わ
い
を
も
つ
山
水
画
に
く
ら
べ
て
、
梅

や
桃
、
牡
丹
、
菊
な
ど
の
花
や
、
鶴
や
小こ
じ
ゅ
け
い

綬
鶏
な
ど
の
鳥
た
ち

を
彩
る
艶
や
か
さ
は
観
る
者
を
魅
了
し
ま
す
。
こ
の
展
示
室
で

は
、
明
時
代
の
優
品
か
ら
清
時
代
に
日
本
を
訪
れ
た
来ら
い

舶は
く

画が

人じ
ん

の
作
ま
で
、
着
色

や
淡
彩
の
花
鳥
画

を
集
め
て
展
示
い

た
し
ま
す
。
お
正

月
に
あ
わ
せ
て
、

華
や
か
な
中
国
花

鳥
画
の
世
界
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
吉
祥
の
絵
画
】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

【
宋
元
の
道
釈
人
物
画
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

1 

F- 

1  

彫
刻

【
日
本
の
彫
刻
・
密
教
の
彫
刻
】

１
月
２
日
（
金
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

【
天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝
】

３
月
４
日
（
水
）〜
３
月
29
日
（
日
）

	

1 

F- 

2  

特
別
展
示
室

【
山
陰
の
古
刹
・
島
根
鰐
淵
寺
の
名
宝
】

１
月
２
日
（
金
）〜 

２
月
15 
日
（
日
）

【
雛
ま
つ
り
と
人
形
】

２
月
21
日
（
土
）〜
４
月
７
日
（
火
）

	

1 

F- 

3  

書
跡

【
墨
蹟
】１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
１
日
（
日
）

　
「
墨
蹟
」
と
は
僧
侶
、
と
く
に
禅
僧
の
記
し
た
筆
跡
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
そ
の
種
類
は
、
内
容
に
よ
っ
て
印
可
状
、
あ
る

い
は
法
語
や
遺
偈
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
が

禅
の
歴
史
や
思
想
を
知
る
う
え
で
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
文

化
財
で
す
。
こ
れ
ら
を
造
形
的
な

「
書
」
と
し
て
み
る
と
、「
古
筆
」
の

よ
う
な
優
美
さ
や
繊
細
さ
と
は
異
な

る
、
重
厚
さ
、
鋭
さ
を
備
え
て
い
る

の
が
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
ど
う
ぞ
、墨
に
こ
め
ら
れ
た「
力
」

を
存
分
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
奈
良
朝
写
経
】

２
月
３
日
（
火
）〜
３
月
１
日
（
日
）

【
天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝
】

３
月
４
日
（
水
）〜
３
月
29
日
（
日
）

	

1 

F- 

4  

染
織

【
染
織
の
文
様
　
吉
祥
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
子
ど
も
の
衣
裳
】

２
月
11
日
（
水
）〜
３
月
22
日
（
日
）

【
絞
り
染
】

３
月
25
日
（
水
）〜
４
月
26
日
（
日
）

	

1 

F- 

5  

金
工

【
永
藤
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
】

平
成
26
年
11
月
18
日
（
火
）〜
３
月
１
日
（
日
）

＊
次
の
期
間
で
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

　

11
月
18
日
〜
１
月
12
日
／
１
月
14
日
〜
３
月
１
日

【
天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝
】

３
月
４
日
（
水
）〜
３
月
29
日
（
日
）

	

1 

F- 

6  

漆
工

【
南
蛮
漆
器
と
紅
毛
漆
器
】

平
成
26
年
11
月
26
日
（
水
）〜
１
月
12
日
（
月
・
祝
）

【
江
戸
時
代
の
蒔
絵
】

１
月
14 
日
（
水
）〜
２
月
22
日
（
日
）

【
化
粧
道
具
】

２
月
24
日
（
火
）〜
４
月
19 
日
（
日
）

重要文化財　融通念仏縁起　上巻（部分）土佐光信筆　禅林寺（1/2 〜 2/8 展示）
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特
別
展
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平
成
知
新
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名
品
ギ
ャ
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山
陰
の
古
刹
・

島
根
鰐が

く

淵え

ん

寺じ

の
名
宝

平
成 

27
年
１
月
２
日
（
金
）～
２
月 

15
日
（
日
）

【
平
成
知
新
館 

特
別
展
示
室
〈
１
Ｆ
─
２
〉】

　

二
〇
一
二
年
、
京
都
国
立
博
物
館
で
は
古
事
記
一
三
〇
〇

年
・
出
雲
大
社
大
遷
宮
を
記
念
し
た
特
別
展
覧
会
「
大
出
雲
展
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
出
雲
地
方
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
出

雲
大
社
や
出
雲
神
話
に
代
表
さ
れ
る
神
道
の
土
地
、
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
し
ま
す
が
、
古
代
・
中
世
の
出
雲
地
方
に
お
け

る
精
神
文
化
を
紐
解
く
た
め
、
神
仏
習
合
の
観
点
か
ら
神
道
美

術
の
み
な
ら
ず
仏
教
美
術
ま
で
も
視
野
に
入
れ
、
多
数
の
社
寺

の
ご
協
力
と
、
島
根
県
お
よ
び
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物

館
の
全
面
的
な
協
力
を
得
た
展
覧
会
と
し
て
、
多
く
の
来
館
者

を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。

　

出
雲
＝
神
話
の
地
と
い
う
先
入
観
を
打
ち
破
る
契
機
と
な
っ

た
「
大
出
雲
展
」
で
す
が
、
山
陰
地
方
に
お
け
る
仏
教
文
化
は

ま
だ
ま
だ
奥
深
く
、
そ
の
全
貌
を
紹
介
し
き
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
た
め
、「
島
根
鰐
淵

寺
の
名
宝
」
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

島
根
県
の
天
台
寺
院
・
浮ふ

浪ろ
う

山さ
ん

鰐
淵
寺
は
、
後
白
河
法
皇
の

撰
に
よ
り
平
安
時
代
末
に
成
立
し
た
『
梁

り
ょ
う
じ
ん
ひ
し
ょ
う

塵
秘
抄
』
に
も
「
聖

の
住
所
は
ど
こ
ど
こ
ぞ
、
箕
面
よ
勝
尾
よ
、
播
磨
な
る
書
写
の

山
、
出
雲
の
鰐
淵
や
、
日
の
御
碕
、
南
は
熊
野
の
那
智
と
か
や
」

と
謡
わ
れ
、
当
時
か
ら
名
高
い
聖
地
・
霊
山
の
一
つ
と
し
て
み

や
こ
の
人
々
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
古
刹
で
す
。

　

持
統
六
年
（
六
九
二
）
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
壬
辰
年

五
月
出
雲
国
若
倭
部
／
臣
徳
太
理
為
父
母
作
奉
菩
薩
」
銘
の
あ

る
観
音
菩
薩
立
像
（
重
要
文
化
財
）
が
伝
来
し
、
ま
た
、
寺
内

の
蔵ざ

王お
う

宝ほ
う

窟く
つ

で
発
見
さ
れ
た
九
世
紀
に
遡
り
う
る
錫
杖
頭
か

ら
、
平
安
時
代
の
早
い
段
階
で
修
行
場
と
し
て
の
原
形
が
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
る
鰐
淵
寺
で
す
が
、
そ
の
名
前
が
記
録
に
あ

ら
わ
れ
る
の
は
鎌
倉
時
代
・
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
の
「
無

動
寺
検
校
政
所
下
文
」
か
ら
で
す
。
こ
の
文
書
に
よ
り
、
後
鳥

羽
上
皇
の
命
に
よ
り
出
雲
の
国
司
が
鰐
淵
寺
に
対
し
て
国
富
郷

内
に
１
０
０
町
の
所
領
を
認
め
た
の
と
同
時
に
、
こ
れ
を
比
叡

山
無む

動ど
う

寺じ

の
荘
園
と
し
、
鰐
淵
寺
の
南
院
・
北
院
が
半
分
ず
つ

を
管
理
し
た
う
え
で
無
動
寺
へ
年
貢
の
筵

む
し
ろ

を
納
め
る
よ
う
、
取

り
決
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
鰐
淵

寺
が
無
動
寺
の
末
寺
と
し
て
、
正
式
に
天
台
宗
に
組
み
込
ま
れ

た
こ
と
を
意
味
し
、
以
後
、
山
陰
地
方
屈
指
の
天
台
の
名
刹
と

し
て
繁
栄
を
見
せ
た
の
で
す
。

　

こ
の
展
観
で
は
、
重
要
文
化
財
・
島
根
県
指
定
文
化
財
を
含

む
仏
像
・
神
像
を
は
じ
め
、
当
館
初
出
陳
と
な
る
作
品
を
展
示

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
鰐
淵
寺
に
伝
わ
っ
た
様
々
な
作
品
を
通

し
て
、
天
台
仏
教
が
山
陰
地
方
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
、
み
や
こ

と
の
繋
が
り
を
中
心
に
、「
大
出
雲
展
」
で
は
紹
介
し
き
れ
な

か
っ
た
鰐
淵
寺
の
魅
力
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。   

（
末
兼
俊
彦
）

    

雛
ま
つ
り
と
人
形

平
成 

27
年
２
月
21
日
（
土
）～
４
月
７
日
（
火
）

【
平
成
知
新
館 

特
別
展
示
室
〈
１
Ｆ
─
２
〉】

　

緋ひ

毛も
う

氈せ
ん

に
な
ら
べ
ら
れ
た
お
内
裏
さ
ま
と
お
雛
さ
ま
。

子
ど
も
の
姿
を
写
し
た
嵯
峨
人
形
や
御
所
人
形
。
小
さ
い

な
が
ら
も
素
朴
な
明
る
さ
に
満
ち
た
賀
茂
人
形
。
京
都
国

立
博
物
館
に
春
の
訪
れ
を
つ
げ
る
、
雛
人
形
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
京
人
形
の
展
示
が
、
六
年
ぶ
り
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。

　

雛
ま
つ
り
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、人
形
を
飾
っ
て
こ
の
日
を
祝
う
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
雛
ま
つ

り
の
起
源
は
上

じ
ょ
う

巳し

の
節
供
と
い
う
、
三
月
の
は
じ
め
に
行

わ
れ
る
禊

み
そ
ぎ
の
行
事
で
す
。
人
形
は
、
人
間
の
形か

た

代し
ろ

と
し
て

穢け
が

れ
を
引
き
受
け
水
に
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時

代
に
は
飾
る
た
め
の
豪
華
な
人
形
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

当
時
の
雛
人
形
に
は
、
そ
の
時
代
の
元
号
を
冠
し
て
呼

ば
れ
る
寛
永
雛
・
享
保
雛
や
、
考
案
し
た
人
形
師
の
名
を

付
け
た
と
い
う
次
郎
左
衛
門
雛
、
江
戸
で
誕
生
し
た
古
今

雛
、
公
家
の
装
束
を
正
し
く
写
し
た
有
職
雛
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
各
種
の
雛
人
形
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
展
示
で
は
、
面

差
し
、
手
の
動
き
、
装
束
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
細

部
に
注
目
し
て
、
雛
人
形
の
変
遷
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

雛
段
飾
り
も
、
現
代
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
関
西
風

の
御
殿
飾
り
雛
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。
と
り
わ
け
本
年

は
、新
た
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
天
保
十
五
年（
一
八
四
四
）

に
初
節
供
を
迎
え
た
女
子
の
た
め
に
誂
え
ら
れ
た
御
殿
飾

り
雛
の
お
披
露
目
を
し
ま
す
。

　

京
都
国
立
博
物
館
な
ら
で
は
の
雛
ま
つ
り
を
、
ご
家
族

の
み
な
さ
ん
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
山
川　

曉
）

女神坐像　鰐淵寺

牛頭天王坐像　鰐淵寺 千手観音坐像　鰐淵寺

重要文化財　観音菩薩立像　鰐淵寺

	

3 

F- 

1  

陶
磁

【
京
焼
】

１
月
２
日
（
金
）〜
３
月
８
日
（
日
）

【
中
国
陶
磁
】

３
月
17
日
（
火
）〜

＊
３
月
９
日
〜
16
日
ま
で
、
展
示
室
調
整
の
た
め
、
閉
室
い
た
し
ま
す
。

	

3 

F- 

2  

考
古

【
古
墳
時
代
の
銅
鏡
】

１
月
２
日
（
金
）〜
４
月
19 
日
（
日
）

	

2 

F- 

1  

特
別
展
示
室
／
絵
巻

【
室
町
絵
巻
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

　

絵
巻
物
は
平
安
、
鎌
倉
時
代
に
最

も
優
れ
た
作
品
が
生
み
出
さ
れ
、
室

町
時
代
に
は
衰
微
し
た
と
み
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
室
町
時
代
に
は
絵

巻
の
制
作
者
と
共
に
享
受
層
も
広
範

化
し
、
上
層
か
ら
庶
民
階
級
に
わ

た
っ
て
広
く
愛
好
さ
れ
ま
し
た
。
融

通
念
仏
縁
起
は
足
利
将
軍
が
主
体
と

な
っ
て
繰
り
返
し
制
作
さ
れ
た
室
町

時
代
前
半
を
代
表
す
る
絵
巻
で
す
。

是
害
坊
絵
巻
は
僧
侶
が
低
年
齢
層
の

た
め
に
描
い
た
も
の
で
、
日
高
川
草

紙
は
道
成
寺
縁
起
を
恋
愛
譚
に
発
展

さ
せ
た
も
の
で
す
が
、
共
に
私
た
ち

の
生
活
世
界
の
向
こ
う
側
に
あ
る
異

界
を
生
き
生
き
と
描
く
絵
巻
で
す
。

【
物
語
絵
巻
の
世
界
】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

【
室
町
時
代
の
社
寺
縁
起
絵
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

2  

仏
画

【
垂
迹
画
─
日
本
の
神
々
の
世
界
─
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
仏
涅
槃
図
】２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

　

釈
迦
は
旧
暦
二
月
十
五
日
に
涅
槃
に
入
っ
た
と
さ
れ
、
二
月

十
五
日
も
し
く
は
新
暦
で
調
整
し
た
三
月
十
五
日
に
涅
槃
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
懸
け
ら
れ
る
の
が
、
仏
涅
槃
図
で
す
。

大
き
な
作
品
が
多
く
、
中
に
は
堂
内
に
懸
か
り
切
ら
な
い
ほ
ど

巨
大
な
も
の
が
あ
り
、
な
ぜ
涅
槃
図
に
か
ほ
ど
の
大
き
さ
が
必

要
と
さ
れ
た
か
は
、実
は
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。
最
近
は
、バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
か
、
見
る
人
に
自
分
も
そ
の
場
に

い
る
よ
う
な
共
感
を
持
た
せ
る
た
め
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て

い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
中
国
の
新
し
い
様
式
を
取
り
入
れ

た
作
品
が
激
増
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
そ
の
写
実
的
な
描
写
で
臨

場
感
を
高
め
る
た
め
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
仏
教
の
祖
で
あ
る

釈
迦
は
宗
派
を
越
え
て
尊
信
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
が
涅

槃
会
を
日
本
人
に
親
し
ま
せ
る
も
の
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

【
彼
岸
と
浄
土
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

3  

中
世
絵
画

【
描
か
れ
た
動
物
た
ち
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
扇
絵
】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

【
瀟
湘
八
景
図
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

4  

近
世
絵
画

【
近
世
の
障
壁
画
（
桃
山
～
江
戸
時
代
）】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
近
世
の
障
壁
画
（
江
戸
時
代
中
期
）】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

　

城
郭
や
大
寺
院
等
の
大
規
模
建
築
が
相
次
い
だ
江
戸
時
代
初

期
に
、
障
壁
画
は
そ
の
黄
金
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

江
戸
時
代
を
通
じ
て
優
れ
た
作
品
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
有
力
寺
院
等
で
の
揮
毫
は
画
家
の
ス
テ
ー
タ
ス
に

も
大
き
く
関
わ
る
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
画
家
た

ち
は
と
り
わ
け
力
を
込
め

て
こ
の
仕
事
に
取
り
組
ん

だ
の
で
す
。
時
代
が
下
が

る
に
つ
れ
、
絢
爛
豪
華
さ

よ
り
も
瀟
洒
で
洗
練
さ
れ

た
ス
タ
イ
ル
が
好
ま
れ
、

町
人
出
身
の
絵
師
が
多
く

輩
出
し
た
江
戸
時
代
中
期

に
は
個
性
豊
か
で
多
彩
な

障
壁
画
の
世
界
が
花
開
き

ま
す
。

【
遊
楽
図
─
逸
名
の
画
人
た
ち
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	
2 
F- 

5  

中
国
絵
画

【
華
麗
な
る
中
国
の
花
鳥
画
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
花
や
鳥
の
姿
態
を
描
い
た
花
鳥
画
は
、
山
水
画

と
な
ら
ん
で
中
国
絵
画
を
代
表
す
る
画
題
で
す
。
深
い
精
神
性

を
た
た
え
、
枯
淡
な
味
わ
い
を
も
つ
山
水
画
に
く
ら
べ
て
、
梅

や
桃
、
牡
丹
、
菊
な
ど
の
花
や
、
鶴
や
小こ
じ
ゅ
け
い

綬
鶏
な
ど
の
鳥
た
ち

を
彩
る
艶
や
か
さ
は
観
る
者
を
魅
了
し
ま
す
。
こ
の
展
示
室
で

は
、
明
時
代
の
優
品
か
ら
清
時
代
に
日
本
を
訪
れ
た
来ら
い

舶は
く

画が

人じ
ん

の
作
ま
で
、
着
色

や
淡
彩
の
花
鳥
画

を
集
め
て
展
示
い

た
し
ま
す
。
お
正

月
に
あ
わ
せ
て
、

華
や
か
な
中
国
花

鳥
画
の
世
界
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
吉
祥
の
絵
画
】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

【
宋
元
の
道
釈
人
物
画
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

1 

F- 

1  

彫
刻

【
日
本
の
彫
刻
・
密
教
の
彫
刻
】

１
月
２
日
（
金
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

【
天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝
】

３
月
４
日
（
水
）〜
３
月
29
日
（
日
）

	

1 

F- 

2  

特
別
展
示
室

【
山
陰
の
古
刹
・
島
根
鰐
淵
寺
の
名
宝
】

１
月
２
日
（
金
）〜 

２
月
15 
日
（
日
）

【
雛
ま
つ
り
と
人
形
】

２
月
21
日
（
土
）〜
４
月
７
日
（
火
）

	

1 

F- 

3  

書
跡

【
墨
蹟
】１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
１
日
（
日
）

　
「
墨
蹟
」
と
は
僧
侶
、
と
く
に
禅
僧
の
記
し
た
筆
跡
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
そ
の
種
類
は
、
内
容
に
よ
っ
て
印
可
状
、
あ
る

い
は
法
語
や
遺
偈
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
が

禅
の
歴
史
や
思
想
を
知
る
う
え
で
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
文

化
財
で
す
。
こ
れ
ら
を
造
形
的
な

「
書
」
と
し
て
み
る
と
、「
古
筆
」
の

よ
う
な
優
美
さ
や
繊
細
さ
と
は
異
な

る
、
重
厚
さ
、
鋭
さ
を
備
え
て
い
る

の
が
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
ど
う
ぞ
、墨
に
こ
め
ら
れ
た「
力
」

を
存
分
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
奈
良
朝
写
経
】

２
月
３
日
（
火
）〜
３
月
１
日
（
日
）

【
天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝
】

３
月
４
日
（
水
）〜
３
月
29
日
（
日
）

	

1 

F- 

4  

染
織

【
染
織
の
文
様
　
吉
祥
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
子
ど
も
の
衣
裳
】

２
月
11
日
（
水
）〜
３
月
22
日
（
日
）

【
絞
り
染
】

３
月
25
日
（
水
）〜
４
月
26
日
（
日
）

	

1 

F- 

5  

金
工

【
永
藤
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
】

平
成
26
年
11
月
18
日
（
火
）〜
３
月
１
日
（
日
）

＊
次
の
期
間
で
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

　

11
月
18
日
〜
１
月
12
日
／
１
月
14
日
〜
３
月
１
日

【
天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝
】

３
月
４
日
（
水
）〜
３
月
29
日
（
日
）

	

1 

F- 

6  

漆
工

【
南
蛮
漆
器
と
紅
毛
漆
器
】

平
成
26
年
11
月
26
日
（
水
）〜
１
月
12
日
（
月
・
祝
）

【
江
戸
時
代
の
蒔
絵
】

１
月
14 
日
（
水
）〜
２
月
22
日
（
日
）

【
化
粧
道
具
】

２
月
24
日
（
火
）〜
４
月
19 
日
（
日
）

特
集
陳
列
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雛
ま
つ
り
と
人
形

平
成 

27
年
２
月
21
日
（
土
）～
４
月
７
日
（
火
）

【
平
成
知
新
館 

特
別
展
示
室
〈
１
Ｆ
─
２
〉】

　

緋ひ

毛も
う

氈せ
ん

に
な
ら
べ
ら
れ
た
お
内
裏
さ
ま
と
お
雛
さ
ま
。

子
ど
も
の
姿
を
写
し
た
嵯
峨
人
形
や
御
所
人
形
。
小
さ
い

な
が
ら
も
素
朴
な
明
る
さ
に
満
ち
た
賀
茂
人
形
。
京
都
国

立
博
物
館
に
春
の
訪
れ
を
つ
げ
る
、
雛
人
形
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
京
人
形
の
展
示
が
、
六
年
ぶ
り
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。

　

雛
ま
つ
り
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、人
形
を
飾
っ
て
こ
の
日
を
祝
う
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
雛
ま
つ

り
の
起
源
は
上

じ
ょ
う

巳し

の
節
供
と
い
う
、
三
月
の
は
じ
め
に
行

わ
れ
る
禊

み
そ
ぎ

の
行
事
で
す
。
人
形
は
、
人
間
の
形か

た

代し
ろ

と
し
て

穢け
が

れ
を
引
き
受
け
水
に
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時

代
に
は
飾
る
た
め
の
豪
華
な
人
形
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

当
時
の
雛
人
形
に
は
、
そ
の
時
代
の
元
号
を
冠
し
て
呼

ば
れ
る
寛
永
雛
・
享
保
雛
や
、
考
案
し
た
人
形
師
の
名
を

付
け
た
と
い
う
次
郎
左
衛
門
雛
、
江
戸
で
誕
生
し
た
古
今

雛
、
公
家
の
装
束
を
正
し
く
写
し
た
有
職
雛
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
各
種
の
雛
人
形
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
展
示
で
は
、
面

差
し
、
手
の
動
き
、
装
束
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
細

部
に
注
目
し
て
、
雛
人
形
の
変
遷
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

雛
段
飾
り
も
、
現
代
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
関
西
風

の
御
殿
飾
り
雛
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。
と
り
わ
け
本
年

は
、新
た
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
天
保
十
五
年（
一
八
四
四
）

に
初
節
供
を
迎
え
た
女
子
の
た
め
に
誂
え
ら
れ
た
御
殿
飾

り
雛
の
お
披
露
目
を
し
ま
す
。

　

京
都
国
立
博
物
館
な
ら
で
は
の
雛
ま
つ
り
を
、
ご
家
族

の
み
な
さ
ん
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
山
川　

曉
）

    

天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝

平
成 

27
年
３
月
４
日
（
水
）～
３
月 

29
日
（
日
）

【
平
成
知
新
館
〈
１
Ｆ
─
１
、３
、５
〉】

　

河
内
長
野
市
天
野
町
の
金
剛
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
木
造

大
日
如
来
坐
像
」
一
躯
（
重
要
文
化
財
）
と
、「
木
造
不
動
明

王
坐
像
」
一
躯
（
重
要
文
化
財
）
が
、
当
館
の
文
化
財
保
存
修

理
所
に
お
い
て
修
理
さ
れ
、
平
成
知
新
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
河
内
地
方
の
文
化
財
の
宝
庫
で
も

あ
る
金
剛
寺
に
伝
わ
る
名
宝
の
数
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

金
剛
寺
は
、
山
号
を
天
野
山
と
い
い
、
も
と
行
基
の
創
建

と
伝
え
る
名
刹
で
す
。
平
安
時
代
後
期
に
阿あ

観か
ん

（
一
一
三
六

～
一
二
〇
七
）
が
再
興
し
、
鳥
羽
院
の
第
三
皇
女
八
条
院
暲

子
（
一
一
三
七
～
一
二
一
一
）
の
祈
願
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
南
北
朝
時
代
（
一
三
三
一
～
九
二
）
に
は
八
条
院
の

所
領
が
南
朝
方
の
大
覚
寺
統
の
所
領
と
な
り
、
金
剛
寺
食
堂
が

南
朝
の
後
村
上
天
皇
（
一
三
二
八
～
六
八
）
の
行
在
所
（
臨
時

の
天
皇
の
居
所
）
と
な
っ
た
こ
と
は
、
寺
の
歴
史
や
文
化
財
を

考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
財
に
関
し
て
は
、
平
安
時
代
初
期
の
律
令
の
施
行
細
則

を
記
し
た
『
延
喜
式
』
全
五
十
巻
の
う
ち
、
巻
第
九
（
神
名
帳
）

の
一
巻
と
巻
第
十
二
、
第
十
四
、
第
十
六
の
三
巻
、
合
わ
せ
て

四
巻
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
更
に
剣
一
口
も
国
宝
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
典
籍
・
絵
画
・
甲
冑
類
な
ど
の
優
品

を
は
じ
め
、
近
年
の
調
査
に
よ
っ
て
国
文
学
・
漢
文
学
関
係
の

重
要
な
資
料
が
相
次
い
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

成
果
の
一
端
も
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
（
赤
尾
栄
慶
）

御殿飾り雛　京都国立博物館（木村進一氏寄贈）

有職立雛　京都国立博物館

賀茂人形　雀踊り　京都国立博物館

	

3 

F- 

1  

陶
磁

【
京
焼
】

１
月
２
日
（
金
）〜
３
月
８
日
（
日
）

【
中
国
陶
磁
】

３
月
17
日
（
火
）〜

＊
３
月
９
日
〜
16
日
ま
で
、
展
示
室
調
整
の
た
め
、
閉
室
い
た
し
ま
す
。

	

3 

F- 

2  

考
古

【
古
墳
時
代
の
銅
鏡
】

１
月
２
日
（
金
）〜
４
月
19 
日
（
日
）

	

2 

F- 

1  

特
別
展
示
室
／
絵
巻

【
室
町
絵
巻
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

　

絵
巻
物
は
平
安
、
鎌
倉
時
代
に
最

も
優
れ
た
作
品
が
生
み
出
さ
れ
、
室

町
時
代
に
は
衰
微
し
た
と
み
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
室
町
時
代
に
は
絵

巻
の
制
作
者
と
共
に
享
受
層
も
広
範

化
し
、
上
層
か
ら
庶
民
階
級
に
わ

た
っ
て
広
く
愛
好
さ
れ
ま
し
た
。
融

通
念
仏
縁
起
は
足
利
将
軍
が
主
体
と

な
っ
て
繰
り
返
し
制
作
さ
れ
た
室
町

時
代
前
半
を
代
表
す
る
絵
巻
で
す
。

是
害
坊
絵
巻
は
僧
侶
が
低
年
齢
層
の

た
め
に
描
い
た
も
の
で
、
日
高
川
草

紙
は
道
成
寺
縁
起
を
恋
愛
譚
に
発
展

さ
せ
た
も
の
で
す
が
、
共
に
私
た
ち

の
生
活
世
界
の
向
こ
う
側
に
あ
る
異

界
を
生
き
生
き
と
描
く
絵
巻
で
す
。

【
物
語
絵
巻
の
世
界
】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

【
室
町
時
代
の
社
寺
縁
起
絵
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

2  

仏
画

【
垂
迹
画
─
日
本
の
神
々
の
世
界
─
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
仏
涅
槃
図
】２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

　

釈
迦
は
旧
暦
二
月
十
五
日
に
涅
槃
に
入
っ
た
と
さ
れ
、
二
月

十
五
日
も
し
く
は
新
暦
で
調
整
し
た
三
月
十
五
日
に
涅
槃
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
懸
け
ら
れ
る
の
が
、
仏
涅
槃
図
で
す
。

大
き
な
作
品
が
多
く
、
中
に
は
堂
内
に
懸
か
り
切
ら
な
い
ほ
ど

巨
大
な
も
の
が
あ
り
、
な
ぜ
涅
槃
図
に
か
ほ
ど
の
大
き
さ
が
必

要
と
さ
れ
た
か
は
、実
は
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。
最
近
は
、バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
か
、
見
る
人
に
自
分
も
そ
の
場
に

い
る
よ
う
な
共
感
を
持
た
せ
る
た
め
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て

い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
中
国
の
新
し
い
様
式
を
取
り
入
れ

た
作
品
が
激
増
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
そ
の
写
実
的
な
描
写
で
臨

場
感
を
高
め
る
た
め
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
仏
教
の
祖
で
あ
る

釈
迦
は
宗
派
を
越
え
て
尊
信
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
が
涅

槃
会
を
日
本
人
に
親
し
ま
せ
る
も
の
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

【
彼
岸
と
浄
土
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

3  

中
世
絵
画

【
描
か
れ
た
動
物
た
ち
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
扇
絵
】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

【
瀟
湘
八
景
図
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

4  

近
世
絵
画

【
近
世
の
障
壁
画
（
桃
山
～
江
戸
時
代
）】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
近
世
の
障
壁
画
（
江
戸
時
代
中
期
）】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

　

城
郭
や
大
寺
院
等
の
大
規
模
建
築
が
相
次
い
だ
江
戸
時
代
初

期
に
、
障
壁
画
は
そ
の
黄
金
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

江
戸
時
代
を
通
じ
て
優
れ
た
作
品
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
有
力
寺
院
等
で
の
揮
毫
は
画
家
の
ス
テ
ー
タ
ス
に

も
大
き
く
関
わ
る
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
画
家
た

ち
は
と
り
わ
け
力
を
込
め

て
こ
の
仕
事
に
取
り
組
ん

だ
の
で
す
。
時
代
が
下
が

る
に
つ
れ
、
絢
爛
豪
華
さ

よ
り
も
瀟
洒
で
洗
練
さ
れ

た
ス
タ
イ
ル
が
好
ま
れ
、

町
人
出
身
の
絵
師
が
多
く

輩
出
し
た
江
戸
時
代
中
期

に
は
個
性
豊
か
で
多
彩
な

障
壁
画
の
世
界
が
花
開
き

ま
す
。

【
遊
楽
図
─
逸
名
の
画
人
た
ち
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

5  

中
国
絵
画

【
華
麗
な
る
中
国
の
花
鳥
画
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
花
や
鳥
の
姿
態
を
描
い
た
花
鳥
画
は
、
山
水
画

と
な
ら
ん
で
中
国
絵
画
を
代
表
す
る
画
題
で
す
。
深
い
精
神
性

を
た
た
え
、
枯
淡
な
味
わ
い
を
も
つ
山
水
画
に
く
ら
べ
て
、
梅

や
桃
、
牡
丹
、
菊
な
ど
の
花
や
、
鶴
や
小こ
じ
ゅ
け
い

綬
鶏
な
ど
の
鳥
た
ち

を
彩
る
艶
や
か
さ
は
観
る
者
を
魅
了
し
ま
す
。
こ
の
展
示
室
で

は
、
明
時
代
の
優
品
か
ら
清
時
代
に
日
本
を
訪
れ
た
来ら
い

舶は
く

画が

人じ
ん

の
作
ま
で
、
着
色

や
淡
彩
の
花
鳥
画

を
集
め
て
展
示
い

た
し
ま
す
。
お
正

月
に
あ
わ
せ
て
、

華
や
か
な
中
国
花

鳥
画
の
世
界
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
吉
祥
の
絵
画
】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

【
宋
元
の
道
釈
人
物
画
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

1 

F- 

1  

彫
刻

【
日
本
の
彫
刻
・
密
教
の
彫
刻
】

１
月
２
日
（
金
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

【
天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝
】

３
月
４
日
（
水
）〜
３
月
29
日
（
日
）

	

1 

F- 

2  

特
別
展
示
室

【
山
陰
の
古
刹
・
島
根
鰐
淵
寺
の
名
宝
】

１
月
２
日
（
金
）〜 

２
月
15 
日
（
日
）

【
雛
ま
つ
り
と
人
形
】

２
月
21
日
（
土
）〜
４
月
７
日
（
火
）

	

1 

F- 

3  

書
跡

【
墨
蹟
】１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
１
日
（
日
）

　
「
墨
蹟
」
と
は
僧
侶
、
と
く
に
禅
僧
の
記
し
た
筆
跡
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
そ
の
種
類
は
、
内
容
に
よ
っ
て
印
可
状
、
あ
る

い
は
法
語
や
遺
偈
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
が

禅
の
歴
史
や
思
想
を
知
る
う
え
で
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
文

化
財
で
す
。
こ
れ
ら
を
造
形
的
な

「
書
」
と
し
て
み
る
と
、「
古
筆
」
の

よ
う
な
優
美
さ
や
繊
細
さ
と
は
異
な

る
、
重
厚
さ
、
鋭
さ
を
備
え
て
い
る

の
が
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
ど
う
ぞ
、墨
に
こ
め
ら
れ
た「
力
」

を
存
分
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
奈
良
朝
写
経
】

２
月
３
日
（
火
）〜
３
月
１
日
（
日
）

【
天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝
】

３
月
４
日
（
水
）〜
３
月
29
日
（
日
）

	

1 

F- 

4  

染
織

【
染
織
の
文
様
　
吉
祥
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
子
ど
も
の
衣
裳
】

２
月
11
日
（
水
）〜
３
月
22
日
（
日
）

【
絞
り
染
】

３
月
25
日
（
水
）〜
４
月
26
日
（
日
）

	

1 

F- 

5  

金
工

【
永
藤
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
】

平
成
26
年
11
月
18
日
（
火
）〜
３
月
１
日
（
日
）

＊
次
の
期
間
で
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

　

11
月
18
日
〜
１
月
12
日
／
１
月
14
日
〜
３
月
１
日

【
天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝
】

３
月
４
日
（
水
）〜
３
月
29
日
（
日
）

	

1 

F- 

6  

漆
工

【
南
蛮
漆
器
と
紅
毛
漆
器
】

平
成
26
年
11
月
26
日
（
水
）〜
１
月
12
日
（
月
・
祝
）

【
江
戸
時
代
の
蒔
絵
】

１
月
14 
日
（
水
）〜
２
月
22
日
（
日
）

【
化
粧
道
具
】

２
月
24
日
（
火
）〜
４
月
19 
日
（
日
）

双鶴図　達仙筆
京都国立博物館

（1/2 〜 2/8 展示）

群鶏図（旧海宝寺障壁画）
伊藤若冲筆

京都国立博物館
（2/10 〜 3/15 展示）
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天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝

平
成 
27
年
３
月
４
日
（
水
）～
３
月 

29
日
（
日
）

【
平
成
知
新
館
〈
１
Ｆ
─
１
、３
、５
〉】

　

河
内
長
野
市
天
野
町
の
金
剛
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
木
造

大
日
如
来
坐
像
」
一
躯
（
重
要
文
化
財
）
と
、「
木
造
不
動
明

王
坐
像
」
一
躯
（
重
要
文
化
財
）
が
、
当
館
の
文
化
財
保
存
修

理
所
に
お
い
て
修
理
さ
れ
、
平
成
知
新
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
河
内
地
方
の
文
化
財
の
宝
庫
で
も

あ
る
金
剛
寺
に
伝
わ
る
名
宝
の
数
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

金
剛
寺
は
、
山
号
を
天
野
山
と
い
い
、
も
と
行
基
の
創
建

と
伝
え
る
名
刹
で
す
。
平
安
時
代
後
期
に
阿あ

観か
ん

（
一
一
三
六

～
一
二
〇
七
）
が
再
興
し
、
鳥
羽
院
の
第
三
皇
女
八
条
院
暲

子
（
一
一
三
七
～
一
二
一
一
）
の
祈
願
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
南
北
朝
時
代
（
一
三
三
一
～
九
二
）
に
は
八
条
院
の

所
領
が
南
朝
方
の
大
覚
寺
統
の
所
領
と
な
り
、
金
剛
寺
食
堂
が

南
朝
の
後
村
上
天
皇
（
一
三
二
八
～
六
八
）
の
行
在
所
（
臨
時

の
天
皇
の
居
所
）
と
な
っ
た
こ
と
は
、
寺
の
歴
史
や
文
化
財
を

考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
財
に
関
し
て
は
、
平
安
時
代
初
期
の
律
令
の
施
行
細
則

を
記
し
た
『
延
喜
式
』
全
五
十
巻
の
う
ち
、
巻
第
九
（
神
名
帳
）

の
一
巻
と
巻
第
十
二
、
第
十
四
、
第
十
六
の
三
巻
、
合
わ
せ
て

四
巻
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
更
に
剣
一
口
も
国
宝
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
典
籍
・
絵
画
・
甲
冑
類
な
ど
の
優
品

を
は
じ
め
、
近
年
の
調
査
に
よ
っ
て
国
文
学
・
漢
文
学
関
係
の

重
要
な
資
料
が
相
次
い
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

成
果
の
一
端
も
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
（
赤
尾
栄
慶
）

有職立雛　京都国立博物館

重要文化財　日月山水図屏風　金剛寺

国宝　延喜式　巻第十四　部分　金剛寺

	

3 

F- 

1  

陶
磁

【
京
焼
】

１
月
２
日
（
金
）〜
３
月
８
日
（
日
）

【
中
国
陶
磁
】

３
月
17
日
（
火
）〜

＊
３
月
９
日
〜
16
日
ま
で
、
展
示
室
調
整
の
た
め
、
閉
室
い
た
し
ま
す
。

	

3 

F- 

2  

考
古

【
古
墳
時
代
の
銅
鏡
】

１
月
２
日
（
金
）〜
４
月
19 
日
（
日
）

	

2 

F- 

1  

特
別
展
示
室
／
絵
巻

【
室
町
絵
巻
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

　

絵
巻
物
は
平
安
、
鎌
倉
時
代
に
最

も
優
れ
た
作
品
が
生
み
出
さ
れ
、
室

町
時
代
に
は
衰
微
し
た
と
み
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
室
町
時
代
に
は
絵

巻
の
制
作
者
と
共
に
享
受
層
も
広
範

化
し
、
上
層
か
ら
庶
民
階
級
に
わ

た
っ
て
広
く
愛
好
さ
れ
ま
し
た
。
融

通
念
仏
縁
起
は
足
利
将
軍
が
主
体
と

な
っ
て
繰
り
返
し
制
作
さ
れ
た
室
町

時
代
前
半
を
代
表
す
る
絵
巻
で
す
。

是
害
坊
絵
巻
は
僧
侶
が
低
年
齢
層
の

た
め
に
描
い
た
も
の
で
、
日
高
川
草

紙
は
道
成
寺
縁
起
を
恋
愛
譚
に
発
展

さ
せ
た
も
の
で
す
が
、
共
に
私
た
ち

の
生
活
世
界
の
向
こ
う
側
に
あ
る
異

界
を
生
き
生
き
と
描
く
絵
巻
で
す
。

【
物
語
絵
巻
の
世
界
】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

【
室
町
時
代
の
社
寺
縁
起
絵
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

2  

仏
画

【
垂
迹
画
─
日
本
の
神
々
の
世
界
─
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
仏
涅
槃
図
】２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

　

釈
迦
は
旧
暦
二
月
十
五
日
に
涅
槃
に
入
っ
た
と
さ
れ
、
二
月

十
五
日
も
し
く
は
新
暦
で
調
整
し
た
三
月
十
五
日
に
涅
槃
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
懸
け
ら
れ
る
の
が
、
仏
涅
槃
図
で
す
。

大
き
な
作
品
が
多
く
、
中
に
は
堂
内
に
懸
か
り
切
ら
な
い
ほ
ど

巨
大
な
も
の
が
あ
り
、
な
ぜ
涅
槃
図
に
か
ほ
ど
の
大
き
さ
が
必

要
と
さ
れ
た
か
は
、実
は
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。
最
近
は
、バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
か
、
見
る
人
に
自
分
も
そ
の
場
に

い
る
よ
う
な
共
感
を
持
た
せ
る
た
め
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て

い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
中
国
の
新
し
い
様
式
を
取
り
入
れ

た
作
品
が
激
増
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
そ
の
写
実
的
な
描
写
で
臨

場
感
を
高
め
る
た
め
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
仏
教
の
祖
で
あ
る

釈
迦
は
宗
派
を
越
え
て
尊
信
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
が
涅

槃
会
を
日
本
人
に
親
し
ま
せ
る
も
の
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

【
彼
岸
と
浄
土
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

3  

中
世
絵
画

【
描
か
れ
た
動
物
た
ち
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
扇
絵
】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

【
瀟
湘
八
景
図
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

4  

近
世
絵
画

【
近
世
の
障
壁
画
（
桃
山
～
江
戸
時
代
）】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
近
世
の
障
壁
画
（
江
戸
時
代
中
期
）】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

　

城
郭
や
大
寺
院
等
の
大
規
模
建
築
が
相
次
い
だ
江
戸
時
代
初

期
に
、
障
壁
画
は
そ
の
黄
金
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

江
戸
時
代
を
通
じ
て
優
れ
た
作
品
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
有
力
寺
院
等
で
の
揮
毫
は
画
家
の
ス
テ
ー
タ
ス
に

も
大
き
く
関
わ
る
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
画
家
た

ち
は
と
り
わ
け
力
を
込
め

て
こ
の
仕
事
に
取
り
組
ん

だ
の
で
す
。
時
代
が
下
が

る
に
つ
れ
、
絢
爛
豪
華
さ

よ
り
も
瀟
洒
で
洗
練
さ
れ

た
ス
タ
イ
ル
が
好
ま
れ
、

町
人
出
身
の
絵
師
が
多
く

輩
出
し
た
江
戸
時
代
中
期

に
は
個
性
豊
か
で
多
彩
な

障
壁
画
の
世
界
が
花
開
き

ま
す
。

【
遊
楽
図
─
逸
名
の
画
人
た
ち
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

2 

F- 

5  

中
国
絵
画

【
華
麗
な
る
中
国
の
花
鳥
画
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
花
や
鳥
の
姿
態
を
描
い
た
花
鳥
画
は
、
山
水
画

と
な
ら
ん
で
中
国
絵
画
を
代
表
す
る
画
題
で
す
。
深
い
精
神
性

を
た
た
え
、
枯
淡
な
味
わ
い
を
も
つ
山
水
画
に
く
ら
べ
て
、
梅

や
桃
、
牡
丹
、
菊
な
ど
の
花
や
、
鶴
や
小こ
じ
ゅ
け
い

綬
鶏
な
ど
の
鳥
た
ち

を
彩
る
艶
や
か
さ
は
観
る
者
を
魅
了
し
ま
す
。
こ
の
展
示
室
で

は
、
明
時
代
の
優
品
か
ら
清
時
代
に
日
本
を
訪
れ
た
来ら
い

舶は
く

画が

人じ
ん

の
作
ま
で
、
着
色

や
淡
彩
の
花
鳥
画

を
集
め
て
展
示
い

た
し
ま
す
。
お
正

月
に
あ
わ
せ
て
、

華
や
か
な
中
国
花

鳥
画
の
世
界
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
吉
祥
の
絵
画
】

２
月
10 
日
（
火
）〜
３
月
15 
日
（
日
）

【
宋
元
の
道
釈
人
物
画
】

３
月
17 
日
（
火
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

	

1 

F- 

1  

彫
刻

【
日
本
の
彫
刻
・
密
教
の
彫
刻
】

１
月
２
日
（
金
）〜
４
月
12 
日
（
日
）

【
天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝
】

３
月
４
日
（
水
）〜
３
月
29
日
（
日
）

	

1 

F- 

2  

特
別
展
示
室

【
山
陰
の
古
刹
・
島
根
鰐
淵
寺
の
名
宝
】

１
月
２
日
（
金
）〜 

２
月
15 
日
（
日
）

【
雛
ま
つ
り
と
人
形
】

２
月
21
日
（
土
）〜
４
月
７
日
（
火
）

	

1 

F- 

3  

書
跡

【
墨
蹟
】１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
１
日
（
日
）

　
「
墨
蹟
」
と
は
僧
侶
、
と
く
に
禅
僧
の
記
し
た
筆
跡
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
そ
の
種
類
は
、
内
容
に
よ
っ
て
印
可
状
、
あ
る

い
は
法
語
や
遺
偈
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
が

禅
の
歴
史
や
思
想
を
知
る
う
え
で
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
文

化
財
で
す
。
こ
れ
ら
を
造
形
的
な

「
書
」
と
し
て
み
る
と
、「
古
筆
」
の

よ
う
な
優
美
さ
や
繊
細
さ
と
は
異
な

る
、
重
厚
さ
、
鋭
さ
を
備
え
て
い
る

の
が
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
ど
う
ぞ
、墨
に
こ
め
ら
れ
た「
力
」

を
存
分
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
奈
良
朝
写
経
】

２
月
３
日
（
火
）〜
３
月
１
日
（
日
）

【
天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝
】

３
月
４
日
（
水
）〜
３
月
29
日
（
日
）

	

1 

F- 

4  

染
織

【
染
織
の
文
様
　
吉
祥
】

１
月
２
日
（
金
）〜
２
月
８
日
（
日
）

【
子
ど
も
の
衣
裳
】

２
月
11
日
（
水
）〜
３
月
22
日
（
日
）

【
絞
り
染
】

３
月
25
日
（
水
）〜
４
月
26
日
（
日
）

	

1 

F- 

5  

金
工

【
永
藤
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
】

平
成
26
年
11
月
18
日
（
火
）〜
３
月
１
日
（
日
）

＊
次
の
期
間
で
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

　

11
月
18
日
〜
１
月
12
日
／
１
月
14
日
〜
３
月
１
日

【
天
野
山
金
剛
寺
の
名
宝
】

３
月
４
日
（
水
）〜
３
月
29
日
（
日
）

	

1 

F- 

6  

漆
工

【
南
蛮
漆
器
と
紅
毛
漆
器
】

平
成
26
年
11
月
26
日
（
水
）〜
１
月
12
日
（
月
・
祝
）

【
江
戸
時
代
の
蒔
絵
】

１
月
14 
日
（
水
）〜
２
月
22
日
（
日
）

【
化
粧
道
具
】

２
月
24
日
（
火
）〜
４
月
19 
日
（
日
）

国宝　古林清茂墨跡「月林」道号　長福寺（1/2 〜 2/1 展示）

特
別
展
観　

羯鼓　金剛寺
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　 「
国
宝 

鳥
獣
戯
画
と
高
山
寺
」を
観
て

　

本
展
は
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
全
四
巻
の
修
復
完
成
を
機
と
し
た
三
十
三
年
ぶ
り
の
高
山
寺
展
で
あ
る
。

四
年
に
わ
た
っ
た
修
理
に
よ
っ
て
、
美
し
く
整
え
ら
れ
た
「
鳥
獣
戯
画
」
の
面
白
さ
を
味
わ
い
堪
能
し

た
い
、
修
理
の
過
程
で
判
明
し
た
と
い
う
新
知
見
を
こ
の
目
で
確
認
し
た
い
と
い
う
思
い
を
胸
一
杯
に

し
て
博
物
館
に
向
か
っ
た
。
本
館
に
入
場
す
る
ま
で
一
時
間
、
よ
う
や
く
第
一
展
示
室
に
辿
り
着
い
て
、

す
で
に
こ
の
展
示
室
に
ま
で
も
「
鳥
獣
戯
画
」
観
覧
の
行
列
が
で
き
て
い
る
と
い
う
混
雑
ぶ
り
に
、少
々

心
が
沈
む
一
方
で
、
嬉
し
い
驚
き
も
あ
っ
た
。
本
展
は
高
山
寺
展
で
も
あ
る
の
だ
。

　

高
山
寺
に
伝
来
す
る
数
々
の
名
宝
が
、
Ⅰ
高
山
寺
の
開
創
、
Ⅱ
明
恵
上
人
、
Ⅲ
高
山
寺
の
典
籍
、
Ⅳ

鳥
獣
人
物
戯
画
と
い
う
区
分
で
展
示
さ
れ
、
高
山
寺
と
中
興
の
祖
明
恵
上
人
を
く
っ
き
り
と
輪
郭
づ
け

て
い
る
。「
高
山
寺
絵
図
」「
神
護
寺
絵
図
」は
、神
護
寺
か
ら
高
山
寺
ま
で
歩
い
た
こ
と
の
あ
る
者
に
と
っ

て
、
寺
領
の
境
界
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
両
図
の
機
能
と
は
べ
つ
に
、
惹
き
つ
け
ら
れ
る
絵
図
で
あ

る
。「
学
問
印
信
掛
板
」「
課
業
印
信
掛
板
」、
以
前
の
高
山
寺
展
で
も
出
陳
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
著
者
に
と
っ
て
は
初
見
で
、
今
回
特
に
興
味
深
い
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
経
書
を
誦
す
ご

と
に
穴
を
ふ
さ
い
で
い
く
と
い
う
。
そ
し
て
、
明
恵
上
人
の
賛
文
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
「
仏
眼
仏
母

像
」。
さ
ら
に
、
蘇
婆
石
・
鷹
島
石
と
い
う
明
恵
上
人
ゆ
か
り
の
小
石
。
明
恵
上
人
が
日
々
手
に
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
品
々
が
、
明
恵
上
人
の
存
在
を
強
く
印
象
づ
け
る
展
示
で
あ
る
。
ま
た
、「
神
鹿
」
や
「
子

犬
」
と
い
っ
た
見
事
な
動
物
彫
刻
や
「
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
絵
巻
」
も
鎌
倉
時
代
の
優
品
で
あ
る
。

　

さ
て
、
入
場
し
て
す
ぐ
左
手
に
、
日
本
の
肖
像
画
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
魅
力
的
な
作
例
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
明
恵
上
人
樹
上
坐
禅
図
」
が
、
空
間
を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ー
ス
内
の

照
明
は
、
幹
や
岩
肌
を
描
き
出
す
柔
ら
か
い
線
描
、
し
な
や
か
な
葉
の
描
写
、
強
靱
で
精
緻
な
面
貌
表

現
な
ど
を
は
っ
き
り
と
見
せ
て
く
れ
る
。
だ
が
小
鳥
や
栗
鼠
の
姿
を
捜
し
出
す
に
は
、
こ
の
絵
は
大
き

す
ぎ
て
（
特
に
栗
鼠
は
か
な
り
上
部
に
位
置
し
て
い
る
）
難
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
説
明
書
を
読
み
、「
小

鳥
と
栗
鼠
が
い
る
そ
う
だ
け
ど
、
何
処
か
し
ら
」
と
の
呟
き
が
か
な
り
聞
こ
え
た
。
栗
鼠
や
小
鳥
た
ち

の
部
分
拡
大
の
図
版
を
大
き
く
掲
示
す
る
か
、
矢
印
な
ど
で
位
置
を
示
し
た
ト
レ
ー
ス
図
を
横
に
置
く

か
、
も
う
少
し
の
解
説
補
助
が
あ
る
と
、「
い
る
そ
う
だ
」
だ
け
で
は
な
く
「
あ
、
あ
そ
こ
に
い
た
！
」

と
い
う
歓
び
の
声
が
増
え
た
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
展
示
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、
い
ず
れ
も
必
要
充
分
な
情

報
を
簡
潔
に
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
総
体
的
に
み
て
、
文
字
情
報
は
抑
制
気
味
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

高
山
寺
で
の
華
厳
興
隆
の
歩
み
や
明
恵
上
人
の
〈
人
と
思
想
〉
を
彷
彿
さ
せ
る
こ
れ
ら
寺
宝
の
数
々

は
、
本
展
が
高
山
寺
展
で
も
あ
る
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
。
ま
こ
と
に
見
応
え
の
あ
る
展
示
で
あ
っ

た
。
だ
が
観
覧
者
の
殆
ど
が
、
こ
れ
ら
の
寺
宝
を
鑑
賞
で
き
ず
、
ひ
た
す
ら
「
鳥
獣
戯
画
」
の
ケ
ー
ス

ま
で
牛
歩
の
行
列
に
並
ぶ
と
い
う
苦
行
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
第
二
室
以
降
、
行
列
は
展
示
室
の
中
央

で
九
十
九
折
り
と
な
り
、
い
っ
た
ん
行
列
に
並
ぶ
と
離
脱
は
で
き
な
い
。
行
列
す
る
か
ケ
ー
ス
内
を
見

る
か
、
二
者
択
一
な
の
で
あ
る
。
巷
で
は
二
時
間
待
っ
た
、
い
や
三
時
間
だ
っ
た
と
噂
が
飛
び
交
っ
て

い
る
。「
鳥
獣
戯
画
」
は
、
興
福
寺
の
「
阿
修
羅
像
」
に
負
け
ず
劣
ら
ず
、
知
名
度
も
親
し
み
も
抜
群

の
作
品
で
あ
る
。
と
り
わ
け
今
回
は
修
復
が
完
了
し
た
記
念
展
で
も
あ
り
、
丙
巻
が
も
と
両
面
に
描
か

れ
て
い
た
こ
と
や
、
甲
巻
の
料
紙
が
途
中
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
新
知
見
も
多
く
、
話
題
性
も

高
い
。
こ
の
国
民
的
ア
イ
ド
ル
「
鳥
獣
戯
画
」
を
見
た
い
と
多
く
の
観
覧
者
が
集
ま
っ
て
い
る
。
で
は
、

展
示
会
場
の
設
営
は
そ
れ
に
対
応
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
会
場
の
制
約
も
あ
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
パ
ス

の
よ
う
な
仕
組
み
も
取
り
に
く
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
今
回
の
展
示
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
が
故
に
、

残
念
に
思
わ
れ
る
。

学
習
院
大
学
文
学
部
教
授

佐
野
み
ど
り

  土曜講座
1月10日「古墳時代の銅鏡」
京都国立博物館企画室長 宮川禎一
1月17日「室町絵巻のイマジネーション─日高川草紙を中心に─」
京都国立博物館研究員 鬼原俊枝
1月24日「禅僧の書─墨蹟─」
京都国立博物館主任研究員 羽田　聡
1月31日「中世出雲国　鰐淵寺の歴史」＊
島根県立古代出雲歴史博物館専門学芸員 佐伯徳哉氏
2月  7日「鰐淵寺と天台の密教法具」＊
京都国立博物館研究員 末兼俊彦
2月14日「仏涅槃図の世界」
京都国立博物館主任研究員 大原嘉豊
2月21日「中国の吉祥絵画─音と形から読み解く─」
京都国立博物館研究員 呉　孟晋
2月28日「人形コレクションの近代─守る人・蒐める人─」＊＊
京都国立博物館教育室長 山川　曉
3月  7日「近世の障壁画─「場」を飾るということ─」
京都国立博物館研究員 福士雄也
3月14日「金剛寺学術調査の成果について」＊＊＊
京都国立博物館上席研究員 赤尾栄慶
3月21日「日月山水図屏風について（仮）」＊＊＊
静岡県立美術館学芸部長 泉　万里氏
3月28日「開山堂に納められた高麗青磁」
京都国立博物館研究員 降矢哲男　
＊…「島根鰐淵寺の名宝」関連講座　＊＊…「雛まつりと人形」関連講座　
＊＊＊…「天野山金剛寺の名宝」関連講座
※平成知新館 講堂にて開催、午後 1 時30分～ 3時に開催。定員200 名、聴講無料（ただし観覧券等が必要）。
※当日 12 時より、平成知新館 1F にて整理券を配布いたします。先着順、定員になり次第終了。

　イベント
《博物館でお正月》
　 新春福袋
1 月 2 日（金）・3 日（土）　両日とも、先着 100 名様にプレゼント！
　 親子で餅つき大会
1 月 2 日（金）午後１時30分～午後 4 時　場所：庭園
　 福引抽選会
1 月 3 日（土）午前 11 時～午後 4 時　場所：平成知新館 グランドロビー
《京都・らくご博物館　冬》
日　時　平成 27年 1月 30日（金）午後６時30分 開演
会　場　平成知新館　講堂
出　演　桂福丸　桂あさ吉　桂塩鯛　中入　桂九雀　桂福団治
入場料　3100 円（全席指定・平成知新館  名品ギャラリー観覧券付）
※チケットご希望の方はお電話、またはＷＥＢよりお申し込みください。
　申し込み先：お電話／博物館事業推進係 075-531-7504〈月～金の10～12 時・13～17時に受付  ＊祝日
　および 12/26〜1/5は除く〉WEB／ http://www.kyohaku.go.jp  らくご博物館【冬】申し込み画面

　これからの展覧会
◆ 特別展覧会 桃山時代の狩野派
　2015 年 4 月 7 日（火）～ 5 月17 日（日）
◆ 特別展覧会 琳派誕生 400 年記念  琳派（仮称）
　2015 年 10 月 10 日（土）～ 11 月23 日（月・祝）

　国立博物館の展覧会
【東京国立博物館】
特別展「みちのくの仏像」
 2015 年 1 月 14 日（水） ～ 4 月 5 日（日）

【奈良国立博物館】
特別陳列「おん祭と春日信仰の美術」
2014 年 12 月 9 日（火） ～ 2015 年 1 月 18 日（日）
特別陳列「お水取り」
2015 年 2 月 7 日（土） ～ 3 月 15 日（日）

【九州国立博物館】
特別展「古代日本と百済の交流─太宰府・飛鳥そして公州・扶餘─」
2015 年 1 月 1 日（木・祝）～ 3 月 1 日（日）

国宝　花下遊楽図屏風　長信筆　左隻　東京国立博物館（4/28 〜 5/17 展示）

柳図屏風　宗秀筆　相国寺 重要文化財　豊国祭礼図屏風　内膳筆　左隻　豊国神社（5/7 〜 5/17 展示）

	

特
別
展
覧
会

	
桃
山
時
代
の
狩
野
派

─
永
徳
の
後
継
者
た
ち
─

平
成 

27
年
４
月
７
日
（
火
）～
５
月 

17
日
（
日
）

　

二
〇
一
五
年
は
大
坂
の
陣
か
ら
四
〇
〇
年
に
あ
た
り
ま
す
。
豊
臣
か

ら
徳
川
へ
と
天
下
の
趨す

う

勢せ
い

が
一
変
し
た
こ
の
出
来
事
の
前
後
、
武
士
は

も
と
よ
り
、
絵
師
も
ま
た
熾し

烈れ
つ

極
ま
る
生
き
残
り
を
か
け
た
戦
略
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
と
く
に
権
力
者
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
狩
野
派
に

と
っ
て
、
こ
の
時
期
は
棟
梁
・
永
徳
の
死
や
ラ
イ
バ
ル
・
長
谷
川
等
伯

の
台
頭
、
来
る
べ
き
新
時
代
の
覇は

者し
ゃ

の
見
極
め
な
ど
、
一
門
に
と
っ
て

最
も
苦
し
く
、
ま
た
難
し
い
判
断
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
激
動
の
時
代

で
し
た
。

　

本
展
は
、
狩
野
派
史
上
最
大
の
ピ
ン
チ
に
お
ち
い
っ
た
慶
長
年
間
前

後
に
着
目
し
、
永
徳
没
後
、「
豪
壮
」
か
ら
「
華
麗
」
へ
、
さ
ら
に
新

た
な
為
政
者
・
徳
川
家
に
対
応
す
べ
く
、「
瀟

し
ょ
う

洒し
ゃ

淡た
ん

麗れ
い

」
へ
と
画
風
を

変
え
て
い
く
一
大
転
換
の
過
程
を
、
永
徳
の
後
継
者
た
ち
の
作
品
を
一

堂
に
し
て
辿
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
「
桃
山
後
期
」
に
焦
点
を
あ

て
た
狩
野
派
の
展
覧
会
と
し
て
は
、
過
去
最
大
規
模
と
な
る
、
国
宝
１

件
、
重
要
文
化
財
23
件
、
重
要
美
術
品
１
件
を
含
む
69
件
を
出
品
し
、

百
花
繚
乱
の
ご
と
く
そ
の
才
能
を
花
開
か
せ
た
狩
野
派
絵
師
た
ち
の
競

演
と
戦
い
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
英
男
）

たより185表.indd   3 14/12/11   9:06



平
成
26
年
10
月
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
会
員
校
は
次
の
通
り
で
す
。

大
阪
大
学

大
谷
大
学
（
短
期
大
学
部
含
む
）

学
校
法
人 

関
西
大
学

京
都
大
学

京
都
外
国
語
大
学
（
短
期
大
学
部
含
む
）

京
都
教
育
大
学
（
高
校
含
む
）

京
都
工
芸
繊
維
大
学

京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
（
短
期
大
学
部
含
む
）

学
校
法
人 

京
都
産
業
大
学

京
都
市
立
芸
術
大
学

京
都
女
子
大
学
（
短
期
大
学
部
、
高
校
含
む
）

京
都
精
華
大
学

京
都
造
形
芸
術
大
学
（
通
信
教
育
部
含
む
）

京
都
橘
大
学
（
通
信
教
育
部
含
む
）

京
都
府
立
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
の
ご
紹
介

　
　
　
　 「
国
宝 

鳥
獣
戯
画
と
高
山
寺
」を
観
て

　

本
展
は
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
全
四
巻
の
修
復
完
成
を
機
と
し
た
三
十
三
年
ぶ
り
の
高
山
寺
展
で
あ
る
。

四
年
に
わ
た
っ
た
修
理
に
よ
っ
て
、
美
し
く
整
え
ら
れ
た
「
鳥
獣
戯
画
」
の
面
白
さ
を
味
わ
い
堪
能
し

た
い
、
修
理
の
過
程
で
判
明
し
た
と
い
う
新
知
見
を
こ
の
目
で
確
認
し
た
い
と
い
う
思
い
を
胸
一
杯
に

し
て
博
物
館
に
向
か
っ
た
。
本
館
に
入
場
す
る
ま
で
一
時
間
、
よ
う
や
く
第
一
展
示
室
に
辿
り
着
い
て
、

す
で
に
こ
の
展
示
室
に
ま
で
も
「
鳥
獣
戯
画
」
観
覧
の
行
列
が
で
き
て
い
る
と
い
う
混
雑
ぶ
り
に
、少
々

心
が
沈
む
一
方
で
、
嬉
し
い
驚
き
も
あ
っ
た
。
本
展
は
高
山
寺
展
で
も
あ
る
の
だ
。

　

高
山
寺
に
伝
来
す
る
数
々
の
名
宝
が
、
Ⅰ
高
山
寺
の
開
創
、
Ⅱ
明
恵
上
人
、
Ⅲ
高
山
寺
の
典
籍
、
Ⅳ

鳥
獣
人
物
戯
画
と
い
う
区
分
で
展
示
さ
れ
、
高
山
寺
と
中
興
の
祖
明
恵
上
人
を
く
っ
き
り
と
輪
郭
づ
け

て
い
る
。「
高
山
寺
絵
図
」「
神
護
寺
絵
図
」は
、神
護
寺
か
ら
高
山
寺
ま
で
歩
い
た
こ
と
の
あ
る
者
に
と
っ

て
、
寺
領
の
境
界
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
両
図
の
機
能
と
は
べ
つ
に
、
惹
き
つ
け
ら
れ
る
絵
図
で
あ

る
。「
学
問
印
信
掛
板
」「
課
業
印
信
掛
板
」、
以
前
の
高
山
寺
展
で
も
出
陳
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
著
者
に
と
っ
て
は
初
見
で
、
今
回
特
に
興
味
深
い
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
経
書
を
誦
す
ご

と
に
穴
を
ふ
さ
い
で
い
く
と
い
う
。
そ
し
て
、
明
恵
上
人
の
賛
文
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
「
仏
眼
仏
母

像
」。
さ
ら
に
、
蘇
婆
石
・
鷹
島
石
と
い
う
明
恵
上
人
ゆ
か
り
の
小
石
。
明
恵
上
人
が
日
々
手
に
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
品
々
が
、
明
恵
上
人
の
存
在
を
強
く
印
象
づ
け
る
展
示
で
あ
る
。
ま
た
、「
神
鹿
」
や
「
子

犬
」
と
い
っ
た
見
事
な
動
物
彫
刻
や
「
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
絵
巻
」
も
鎌
倉
時
代
の
優
品
で
あ
る
。

　

さ
て
、
入
場
し
て
す
ぐ
左
手
に
、
日
本
の
肖
像
画
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
魅
力
的
な
作
例
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
明
恵
上
人
樹
上
坐
禅
図
」
が
、
空
間
を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ー
ス
内
の

照
明
は
、
幹
や
岩
肌
を
描
き
出
す
柔
ら
か
い
線
描
、
し
な
や
か
な
葉
の
描
写
、
強
靱
で
精
緻
な
面
貌
表

現
な
ど
を
は
っ
き
り
と
見
せ
て
く
れ
る
。
だ
が
小
鳥
や
栗
鼠
の
姿
を
捜
し
出
す
に
は
、
こ
の
絵
は
大
き

す
ぎ
て
（
特
に
栗
鼠
は
か
な
り
上
部
に
位
置
し
て
い
る
）
難
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
説
明
書
を
読
み
、「
小

鳥
と
栗
鼠
が
い
る
そ
う
だ
け
ど
、
何
処
か
し
ら
」
と
の
呟
き
が
か
な
り
聞
こ
え
た
。
栗
鼠
や
小
鳥
た
ち

の
部
分
拡
大
の
図
版
を
大
き
く
掲
示
す
る
か
、
矢
印
な
ど
で
位
置
を
示
し
た
ト
レ
ー
ス
図
を
横
に
置
く

か
、
も
う
少
し
の
解
説
補
助
が
あ
る
と
、「
い
る
そ
う
だ
」
だ
け
で
は
な
く
「
あ
、
あ
そ
こ
に
い
た
！
」

と
い
う
歓
び
の
声
が
増
え
た
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
展
示
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、
い
ず
れ
も
必
要
充
分
な
情

報
を
簡
潔
に
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
総
体
的
に
み
て
、
文
字
情
報
は
抑
制
気
味
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

高
山
寺
で
の
華
厳
興
隆
の
歩
み
や
明
恵
上
人
の
〈
人
と
思
想
〉
を
彷
彿
さ
せ
る
こ
れ
ら
寺
宝
の
数
々

は
、
本
展
が
高
山
寺
展
で
も
あ
る
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
。
ま
こ
と
に
見
応
え
の
あ
る
展
示
で
あ
っ

た
。
だ
が
観
覧
者
の
殆
ど
が
、
こ
れ
ら
の
寺
宝
を
鑑
賞
で
き
ず
、
ひ
た
す
ら
「
鳥
獣
戯
画
」
の
ケ
ー
ス

ま
で
牛
歩
の
行
列
に
並
ぶ
と
い
う
苦
行
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
第
二
室
以
降
、
行
列
は
展
示
室
の
中
央

で
九
十
九
折
り
と
な
り
、
い
っ
た
ん
行
列
に
並
ぶ
と
離
脱
は
で
き
な
い
。
行
列
す
る
か
ケ
ー
ス
内
を
見

る
か
、
二
者
択
一
な
の
で
あ
る
。
巷
で
は
二
時
間
待
っ
た
、
い
や
三
時
間
だ
っ
た
と
噂
が
飛
び
交
っ
て

い
る
。「
鳥
獣
戯
画
」
は
、
興
福
寺
の
「
阿
修
羅
像
」
に
負
け
ず
劣
ら
ず
、
知
名
度
も
親
し
み
も
抜
群

の
作
品
で
あ
る
。
と
り
わ
け
今
回
は
修
復
が
完
了
し
た
記
念
展
で
も
あ
り
、
丙
巻
が
も
と
両
面
に
描
か

れ
て
い
た
こ
と
や
、
甲
巻
の
料
紙
が
途
中
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
新
知
見
も
多
く
、
話
題
性
も

高
い
。
こ
の
国
民
的
ア
イ
ド
ル
「
鳥
獣
戯
画
」
を
見
た
い
と
多
く
の
観
覧
者
が
集
ま
っ
て
い
る
。
で
は
、

展
示
会
場
の
設
営
は
そ
れ
に
対
応
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
会
場
の
制
約
も
あ
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
パ
ス

の
よ
う
な
仕
組
み
も
取
り
に
く
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
今
回
の
展
示
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
が
故
に
、

残
念
に
思
わ
れ
る
。

表紙：重要文化財　日月山水図屏風　左隻　部分　金剛寺

国宝　花下遊楽図屏風　長信筆　左隻　東京国立博物館（4/28 〜 5/17 展示）

牡丹図襖　孝信筆　仁和寺

唐獅子図屏風　山楽筆　本法寺

重要文化財　四季花木図襖　光信筆　園城寺 柳図屏風　宗秀筆　相国寺

京
都
文
教
大
学
（
短
期
大
学
部
含
む
）

近
畿
大
学 

文
芸
学
部　

総
合
文
化
研
究
科

就
実
大
学 

人
文
科
学
部

成
安
造
形
大
学

帝
塚
山
大
学

学
校
法
人 

同
志
社

奈
良
教
育
大
学

奈
良
女
子
大
学

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

奈
良
大
学
（
通
信
教
育
部
含
む
）

花
園
大
学

佛
教
大
学
（
通
信
教
育
部
含
む
）

立
命
館
大
学

龍
谷
大
学
（
以
上
、
50
音
順
）

【
観
覧
料
】

一
般　
　

１
５
０
０
円
（
１
３
０
０
円
）

大
学
生　

１
２
０
０
円
（
１
０
０
０
円
）

高
校
生　

９
０
０
円
（
７
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

＊
（　

）
内
の
料
金
は
前
売
り
お
よ
び
団
体
２
０
名
以
上
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で
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す
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に
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像
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な
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も
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力
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な
作
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と
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内
の
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描
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出
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か
い
線
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、
し
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や
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、
強
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で
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を
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と
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に
は
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内
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、
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の
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。
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で
は
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待
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や
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だ
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と
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が
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交
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、
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も
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の
作
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で
あ
る
。
と
り
わ
け
今
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は
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が
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了
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た
記
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で
も
あ
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、
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も
と
両
面
に
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か

れ
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た
こ
と
や
、
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の
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が
途
中
で
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て
い
る
こ
と
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ど
、
新
知
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も
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、
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性
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国
民
的
ア
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を
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た
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と
多
く
の
観
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者
が
集
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。
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示
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の
設
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に
対
応
で
き
て
い
る
だ
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。
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場
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制
約
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あ
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、
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ス
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ス

の
よ
う
な
仕
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取
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  土曜講座
1月10日「古墳時代の銅鏡」
京都国立博物館企画室長 宮川禎一
1月17日「室町絵巻のイマジネーション─日高川草紙を中心に─」
京都国立博物館研究員 鬼原俊枝
1月24日「禅僧の書─墨蹟─」
京都国立博物館主任研究員 羽田　聡
1月31日「中世出雲国　鰐淵寺の歴史」＊
島根県立古代出雲歴史博物館専門学芸員 佐伯徳哉氏
2月  7日「鰐淵寺と天台の密教法具」＊
京都国立博物館研究員 末兼俊彦
2月14日「仏涅槃図の世界」
京都国立博物館主任研究員 大原嘉豊
2月21日「中国の吉祥絵画─音と形から読み解く─」
京都国立博物館研究員 呉　孟晋
2月28日「人形コレクションの近代─守る人・蒐める人─」＊＊
京都国立博物館教育室長 山川　曉
3月  7日「近世の障壁画─「場」を飾るということ─」
京都国立博物館研究員 福士雄也
3月14日「金剛寺学術調査の成果について」＊＊＊
京都国立博物館上席研究員 赤尾栄慶
3月21日「『日月山水図屏風』の基層」＊＊＊
静岡県立美術館学芸部長 泉　万里氏
3月28日「開山堂に納められた高麗青磁」
京都国立博物館研究員 降矢哲男　
＊…「島根鰐淵寺の名宝」関連講座　＊＊…「雛まつりと人形」関連講座　
＊＊＊…「天野山金剛寺の名宝」関連講座
※平成知新館 講堂にて開催、午後 1 時30分～ 3時に開催。定員200 名、聴講無料（ただし観覧券等が必要）。
※当日 12 時より、平成知新館 1F にて整理券を配布いたします。先着順、定員になり次第終了。

　イベント
《博物館でお正月》
　 新春福袋
1 月 2 日（金）・3 日（土）　両日とも、先着 100 名様にプレゼント！
　 親子で餅つき大会
1 月 2 日（金）午後１時30分～午後 4 時　場所：庭園
　 福引抽選会
1 月 3 日（土）午前 11 時～午後 4 時　場所：平成知新館 グランドロビー
《京都・らくご博物館　冬》
日　時　平成 27年 1月 30日（金）午後６時30分 開演
会　場　平成知新館　講堂
出　演　桂福丸　桂あさ吉　桂塩鯛　中入　桂九雀　桂福団治
入場料　3100 円（全席指定・平成知新館  名品ギャラリー観覧券付）
※チケットご希望の方はお電話、またはＷＥＢよりお申し込みください。
　申し込み先：お電話／博物館事業推進係 075-531-7504〈月～金の10～12 時・13～17時に受付  ＊祝日
　および 12/26〜1/5は除く〉WEB／ http://www.kyohaku.go.jp  らくご博物館【冬】申し込み画面

　これからの展覧会
◆ 特別展覧会 桃山時代の狩野派
　2015 年 4 月 7 日（火）～ 5 月17 日（日）
◆ 特別展覧会 琳派誕生 400 年記念  琳派（仮称）
　2015 年 10 月 10 日（土）～ 11 月23 日（月・祝）

　国立博物館の展覧会
【東京国立博物館】
特別展「みちのくの仏像」
 2015 年 1 月 14 日（水） ～ 4 月 5 日（日）

【奈良国立博物館】
特別陳列「おん祭と春日信仰の美術」
2014 年 12 月 9 日（火） ～ 2015 年 1 月 18 日（日）
特別陳列「お水取り」
2015 年 2 月 7 日（土） ～ 3 月 15 日（日）

【九州国立博物館】
特別展「古代日本と百済の交流─太宰府・飛鳥そして公州・扶餘─」
2015 年 1 月 1 日（木・祝）～ 3 月 1 日（日）

〒 605-0931　京都市東山区茶屋町 527
TEL. 075-525-2473（テレホンサービス）

ホームページ	 http://www.kyohaku.go.jp/

発行日　　 2015 年 1 月１日　   デザイン　谷なつ子
編集・発行　京都国立博物館　　　印 刷　株式会社 大伸社

ご利用案内
［開館時間］9：30 〜 17：00
［観覧料］	一般 520円（410 円）大学生 260円（210 円）
	 ＊高校生以下および満 18 歳未満、満 70 歳以上の方は
	    無料です（年齢のわかるものをご提示ください）。
	 ＊（　）内は団体 20名以上
	 ＊特別展覧会については、別料金となります。

［休館日］月曜日
	 ＊月曜日が祝日の場合は開館し、翌火曜日休館
		    年末年始（12月24日～ 2015 年 1月 1日）

アクセス
ＪＲ＝京都駅下車、市バスＤ２のりばより206・208 号系統、
Ｄ１のりばより100号系統にて博物館・三十三間堂前下車すぐ
プリンセスラインバス京都駅八条口のりばより京都女子大学前行
にて東山七条下車、徒歩１分
近鉄電車＝丹波橋駅下車、京阪電車丹波橋駅から出町柳方面行
にて七条駅下車、東へ徒歩７分
京阪電車＝七条駅下車、東へ徒歩７分
阪急電車＝河原町駅下車、京阪電車祗園四条駅から大阪方面行
きにて七条駅下車、東へ徒歩７分
駐車場は有料となっております。ご来館の際は、なるべく公共交
通機関をご利用ください。

＊「博物館だより」を郵送ご希望の方は、返信用封筒（角２封筒は120円、
長３封筒は 92 円切手貼付、宛名明記）を同封して、当館企画室まで
お申し込みください。
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